
（アンケート実施11団体 3館とは日本民家園・かわさき宙と緑の科学館・岡本太郎美術館）

〇事前に、生田緑地の自然に関わる団体に植生管理計画についてのアンケートを実施、その結果を共有しました。
＜アンケートの目的＞生田緑地では生田緑地植生管理計画に基づき植生管理を実施している中、昨今の大規模なナラ枯れ被害で、大幅な植
生の改変が起きていることや、計画策定から10年近くが経過し、目標との乖離も見られることがあります。このアンケートは現状の植生管
理計画について実働の活動団体及び関係者の認識を確認するために実施いたしました。

アンケートに寄せられた意見（抜粋）
・市民が管理していく上で、各エリアの管理作業マニュアルまで落とせる資料にしていただきたいです。・現在作成されている植生管理に
追加したい項目がある。・植生管理計画について来園者への周知ができる仕組みがあれば良い。等

本件は、植生についての考え方を様々な視点から検討し、継続的に協議を進めていきます。

■議事概要
◇日時：令和４年8月3日（水） ◇場所： 市民活動室 ◇参加：14名
◇議題：1,令和4年度第1回自然会議以降のメール会議内容 2,令和4年度ナラ枯れ伐採計画について

3,順応的管理に向けた植生管理計画について 4,植栽ガイドライン（案）の今後の進め方について

生田緑地自然環境保全管理会議ニュースレター
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2.令和4年度ナラ枯れ伐採計画について

1.令和4年度第1回自然会議以降のメール会議内容

令和4年4月20日以降にメール会議で取り上げた案件の確認。3件の外部申請についての協議、ホタルの国のホ
タルについての報告等がメール会議で行われています。

【予定箇所】

①川崎市より、令和4年度の伐採計画について
説明されました。

・資材置き場や搬入出方法やその経路についても十
分な立ち合いを行い、実際の作業員が理解して実施
する必要がある。また、作業着手からしばらくは、
立ち合いの通りに実施されているかどうかの確認も
必要である。等の意見を受け、そのように実施でき
るよう調整することとなりました。

②指定管理者より、伐採後の単木周辺のアズマ
ネザサ繁茂を防ぐため、ボランティア都度募集
案が提示されました。

・指定管理者主導で実施できるか疑問である。ササ
刈りはハードワークなので都度募集で人が集まるか
疑問だ。等の意見がでました。継続協議し、指定管
理者が内容を再考することとなりました。

4.植栽ガイドライン（案）の今後の進め方について

３.順応的管理に向けた植生管理計画について

令和3年度第3回マネジメント会議運営会議に於いて、自然会議から提言した「生田緑地植栽ガイドライン（案）」はマネ
ジメント会議からの意見を反映し、「生田緑地における植栽工事について（案）」として改定したのもを自然会議会員と共
有しました。こちらは自然会議から提言書として川崎市に提出する予定です。改定内容として、範囲を生田緑地に限定し、
植栽計画を生田緑地自然環境保全管理会議で確認できるような仕組みにしました。
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＜上記MAP外＞
枡形山～飯室山 ハンノキ林～芝生広場 センター通り
おしぬま広場住宅側 おもい出のうたのこみち 飛森谷戸


